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れ、最近10年間の幼児言語研究の中で最も関心が持たれ  

てきた領域であり、多くの研究が行われている（Bates，  

E．，1976；Dore，J．，1975；Halliday，M．A．Xリ1975；  

McShane，Jリ1980）。これらの多くは、Austin  

（1962）やSearle（1977）の発話行為論を幼児言語に適  

用したものであり、まだ言語の形式面の発達が未熟な子  

どもが、ことばをどのように使い、ことばを使って何を  

しようとするか明らかにすることを意図している。   

Bates（1976）は、語用論を「文脈の中での言語の使  

用を支配している諸規則」と定義し、「意味論的なもの、  

統語論的なものが語用論的なものから派生する」と述べ  

ている。   

こうした語用論的観点は言語発達遅滞児における言語  

の機能面の特徴を再検討する上で極めて有効と考えられ  

る。   

そこで、本研究では、1語発話期にある健常幼児と精  

神遅滞を伴う言語発達遅滞児における音声並びに非音声  

レベルのコミュニケーション機能を分析し、その特徴及  

貰．はじめに  

今日、子どもの言語において、伝達能力の発達に関す  

る研究には、母親が子どもの表出することばや行為を積  

極的に解釈し意味づけることによって母子相互作用的過  

程が成立するという考え方（Packer，M．J．，1983；  

Ryan，J．，1974）や、子どもの伝達行動は母親との伝達  

から母親への伝達へと発達するという考え方（Tamir，  

Lリ1979）がある。   

Grirfiths（1979）は、子どもの言語には洞察力のある  

成人の聴者にとって「情報的」発話と相手に意図を伝達  

しようとする「伝達的」発話の両方が含まれていること  

を述べている。これらのことは、非伝達的発話も、それ  

が話者と聴者の共有する文脈に適合するならば、話者に  

ついて一定の知識をもつ聴者にとって情報性のある発話  

となり、こうした情報的発話が伝達過程の成立と言語発  

達に重要な役割を果たしていることを意味している。   

近年、言語の伝達機能は、語用論、会話機能とも呼ば  
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びコミュニケーション機能の偏りを検討するo  Tablel対象児のプロフィール  

対象児  性別  生活年齢 発達年齢  

臥研究の方法  健常児 N．K児 男  1‥05  

N．S児  女  1：04  
1．対象児  

健常幼児2名と精神遅滞を伴う言語発達遅滞児2名を  言語発達遅滞児 軋R児 女   3‥08  1：06  

M・T児 男   4：02  1：05  
対象にした。  

対象児のプロフ什ルはTablelに示す。言語発達  
＊発達年齢は、津守。稲毛式乳幼児発達検査による0  

遅滞児は、各々2歳、2歳半の時に専門機関で「精神遅  

滞を伴う言語発達遅滞」と診断された。  し、各カテゴリーごとに再整理した。この際、身振り。  

発話時の状況等も併記した。  

2．手続き  言語の認定は、一定の意味を一定の音声で表している  

対象児はそれぞれの自宅で、子どもと母親の一対一の  ことが明らかなものとし、同一の語が繰り返された場合  

自由遊び場面を、月に一度40分間ずつ6カ月聞、VTR  は、全体で一語とした。また、発話間の境界決定は休止  

に録画した。遊びに対しては統制を加えず、できるだけ  とイントネ叫ションを優先させて行った。  

通常の形態をとってもらうことにした。  子どもの言語行動の認定作業には、2名の評定者がそ  

れぞれ個別に分類を行って両者間の一致度を求めた。  

3．結果の処理 この結果、得られた一致度は平均91％である。  

が同一の分類とした発話の総数 
線ナ  一致度＝ ×1。。（％，  

子どもの発話総数  
れながら抽出し、記録用紙に整理した。次に、記録用紙  

の中から、子どものすべての発話と身振りQ動作につい  

て、コミュニケーション機能の主要なカテゴリーに分類  

Table2文脈上の地位による発話の分類  

発ほの娩型  分掲基嘩  

伝達免ほ  いわゆる「会ほ」で．他者に向けられた発臥ほしかけと応答が含まれる．  

ユ．指しかけ  子ともかイニシヤチプをとって，他者に持しかけた兜臥  

2．応答  他者が子ともや第3者に指しかけたことばに対して子ともが応答した党軌  

‖自発的応答   
阜響哲男急毒匡鮎する他者の発緒は質問形式の舶と平叙文椚式の蒐加増合がある．  

・承前  

・楔倣応答  
2）披摘発的応答  子どもからことばを引昏出そうとする意図的，穣極的な陶きかけの下で．子ともが応答した兜臥  

・捜硝発非模倣応答  

雛雲至ヱ1望遠毒嘉富民ま璽讐璧侶！甘チビもにある昏まったことばをいうように軌他者のことぼ冊る応答党臥  
．披鍼損槻大応答  

うとする・「水州を入れて」）  
欄応答 

棚剤古   照覧 
記報如節帥う輌蜘、くるみを抱き  

不適切な兜孟茜  沖伝達的・非橘柏崎兜蘭や伝退的，特に応答的であっても他者のことばの魚境内留が瑠酵でさなくて不適切に応答した発ほが含まれる．  

1．単なるおうむ返し  

2．おうむ返し応竃  

3．不適切応答  

4．文脈不適合枚ほ  

摘替ら（1984）lこよる  
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4．分 析  

1）発話の伝達性と情報性   

発話の伝達性と情報性を調べるために、個々の発話を  

その文脈上の地位によって分類した（Table2）。資料  

の分析、分類にあたっては、次の6つの基準と綿巻8西  

村。佐藤（1984）を参考にして行った。   

① 発話の内容が話者の行動や周囲の状況と関連をも  

つか。   

② 発話に伝達意図があるか。  

伝達意図の有無は、話者が聴者の方を注目する、  

聴者の方に接近するなどの行動が発話に伴うかどう  

かによって決定した。  

要求や命令のように聴者に何かすることを求める  

発話は、こうした行動上の特徴がみられなくても伝  

達意図があると判定した。   

③ 話者がイニシヤティブを取った発話が、相手の話  

しかけに応答した発話か。   

④ 発話が話者のオリジナルなことばで作られている  

か、先行する他者のことばを引用しているか。   

⑤ 発話が自発的に出されたか、相手からの積極的な  

働きかけによって引き出されたか。  

（釘 他者のことばを模倣した場合、それが単なる模倣  

か、それとも他者のことばを共有、同化しようとし  

ているか。   

以上の基準にしたがって、発話が伝達的であったか、  

非言語的文脈に適合していたか、自発的であったかとい  

う3つの基準を最も重要視して分類した。   

ここで、伝達性のある発話とは、「会話」という範疇  

で括られた発話のことであり、情報性のある発話とは非  

言語的文脈に適合する独語であると定義する。   

2）発話の実用機能   

実用機能という用語は2つの意味を持つ。1つは、言  

語の社会的、対人的意味や効果を示す。こうした用法は、  

Austin（1962）やSearle（1969）の発話行為論やHall－  

1day（1975）に見られる。もう1つは、言語の使われる  

文脈、例えば、発話時の行為や周囲の事象や話者の意図  

と言語の使用との関係を示すのに用いられる。これは、  

Bates（1976）の実用論やDore（1975）の原初的発話行  

為論に見られる。ここでは、実用機能という用語を後者  

の広義の意味で用いることにする。   

したがって、実用機能の分析の対象となる発話は不適  

切な発話を除いた伝達的発話（会話）と情報的発話であ  

る。   

Dore（1975）は、子どもの1語発話一原初的発話行  

為（PrimitiveSpeechAct；PSA）uは、単なる成人  

発話の省略形ではなく、質的に異なるものであるとし、  

基本的に意味内容となる命題はもたないが、未成熟な関  

係指示表現（rudimentaryreferring・eXpreSSion）と  

発話の力（primi仁iveforce）から成立していると考え  

た。そして、この原初的発話行為（PSA；Primitive  

SpeechAct）は、文脈や表現形態の音調曲線等からの  

分析によって8つのPSAに分類される（Table3）。   

本研究の対象児における発話の実用機能別分類にあ  

たっては、Dore（1975）、Doreら（1978）、Halliday  

Table3原初的談話行為（PSA）の分類基準表  

酎JJ的抜！占   子どしの柁昆  子どんの非賢吉喜的行動   Ij と ケの反応   文 棉 的 鴇 拇   
行鋸PSAI  

J，lガくないし夢如二注渡する：IJ  ほとんどの場合ない：チどしの  チビいこよって比臼さ几／こ．臼  

命   名  摘          となにさし向けらハていない  耗吉名を反軋－I一ることが時／二Aあ  立つ柄物が示さハる：夢建l二り  

反托．を桐l与していない   る   畳化11ない   

夢色！点する前に1jとなの弛ま占に注  ほとんどの場合〃い：子どしの  稚昆lこα日きハていも：W建lこ  

庶   
】度  ほよ／ごIi          区する■Jjとなlこさし向りらハ  柁出そ反はナること〟時／こまん  捉化1トリい   誠瞳的バタ  

一ン   てt■なIl：反応を桐持していな  
い   
路ほ丁る前こIjとなの粍比に注  子ど山の反応封苛っている：チ  柁出lこは白きハている：チビも  

応  答  ま曳          澄‘rる：JJとなlこさし向けらハ  ど…l爽はすると，．返答丁るこ  の反応が〃とケの反応を提きな    ている  とが多い：つぎに行あそ逢lラす  
る   

子どしとりと如こよっては日き  
八／ご．11立っ／こlキ伍がホきハる  
：月飢存いし子どし¢ノ伏勧二汲  

化がみる   

1jと存にさし向けらItている：  樹悠に変化りなIl   

回石頭覇  躇   尉古をl州守している：i・I絞lこ闊  
しての身績りをおこなう   

j蓋え／二は額  Jjとなの名まえを大声で托する  子どhに庄宜するか．チビいこ  子ビレが托拍する訊こは．〃と    ことによ 

著な凶枠的 パタ仙ン  りちれる：反応そ囲持している  呼びかけ            って おとなにさし向  応答することによって反応する  なけ若干慮れ七ところにいる：         典登用加にりIjとなの遥仏日琵化  

する   

挽  lざ  上蓋  jjとなあるいは㌻J如こは思する  一衰lジ兜！占を小えす   射摘㈲】園姑さハ．んる川Ilキ了†る   

蕾ま／ごl＝熟  おとなに注せナる：おとなにさ  子どしが臨う行あを1∫こなうこ  山となのほあが拝島↑■も小．あ  

抗   扱           管な銅棒的  し向りられている：〃となの1ラ  とによって．おとなのlようから  るいけ子ビレ粧甘軒別1く■  
′〈ターン   為に反抗ないし否定する  ささに抜は単数をはじめる   

特定の可約ないし堪絞に猛悪し  反応なし   柁矧こ関†即）あるような文ん玖の  

蝮   習  招豆／二‖ 鰯怜的バグ  明瞭な伝を蘭11存在し互い   

ーン  れていない：反」芯を朋掩■してい  
ない  

Pore（1975）  
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（1975）、McShane（1980）、村井（1970）の研究を参  

考にしながら、以下のような8種の機能（綿巻ら、  

1984）に分類した。  

（1）道具機能：話者が自分の要求を充足させるために聴   

者から物やサビースを得ようとして使われた発話。こ   

れには、手に入れたい物、してほしいサビースなどを   

直接に表現した直接的要求と、話者に陥っている状態   

を聴者に訴えかけることによって、その状態を除去、   

変更してくれるように聴者に求める間接的要求が含ま   

れる。  

（2）規制機能：聴者の行動を方向づけるために使われた   

発話。   

この機能は道具機能と類縁性が極めて高い。しかし、   

道具機能では話者の要求を充足させることが発話の第   

1目的であるのに対して、規制機能では聴者の行動を   

統制することが発話の主目的である。これには、聴者   

が遂行すべき行動直接的に表現した命令と、聴者にあ   

る行動をするように促したり誘いかける勧誘、聴者の   

おかれている状態や将来起こると想定される状況を指   

摘することによって聴者がある一定の行動を遂行する   

ように求める警告、話者の態度や意志を表明すること   

によって聴者の行動に統制を加えようとする意志が含   

まれる。  

（3）質問機能：聴者に言語反応を請求する発話。   

これには、情報の提供を求める情報請求と、判断の提   

供を求める判断請求、許可や同意の提供を求める許諾   

請求が含まれる。多くの場合、情報請求はWH型の疑   

問文、判断請求と許諾請求はYES－NO型疑問文の形   

式をとる。  

（4）応答機能：他者のことばに対してことばを返す発話。   

応答機能は、応答に先行する他者の発話の種類によっ   

て質問への応答と、質問形式以外の発話への応答に分   

かれる。前者には、情報提供、判断提供、許諾提供が   

含まれる。後者は、他者のことばを引用したり、言い   

換えたり、コメントを加えたりする応答である。その   

場合、応答が自発的であるか、被誘発的であるかにつ   

いては無視した。したがって、質問形式以外の発話へ   

の応答には、他者からの呼びかけや挨拶に対応した社   

会的対応と、他者のことばを同義的に言い換えたり、   

他者のことばに関連する情報を補足したり、他者のこ   

とばを訂正したりする換言や付加。訂正、他者のこと   

ばに応答することによって相手から情報をもって引き   

出そうとする応答質問、他者のことばを繰り返す反復   

が含まれる。ただし、単なるおうむ返しや質問の意味   

内容を誤解した不適切な応答は除外する。  

（5）対人磯能：他者との社会的色感情的交流をはかるた   

めに使われた発話。   

この種の発話は、多くの場合、命題的意味を伝達する   

ためのものでなく、話者の聴者に対する感情や態度を   

伝達するために使われる。これには、他者との接触を   

はかるための呼びかけ、社会的慣習的表現としての挨   

拶、他者の注意を自分に向けさせようとする注意喚起、   

感謝、賞賛、同情、批難、などのように話者の聴者に   

対する態度、気持ちを伝える態度が含まれる。  

（6）報告機能：話者の知っている情報を聴者に伝える発   

話。   

これは、伝えられる情報の内容によって、話者自身の   

個人的行為経験、感覚、感情を伝える個人的事象と話   

者の周囲を取り巻く現実や状況や第3者の行動や状態   

を伝える外的事象に大別される。  

Table4発話タイプとその出現頻度  

健得児（≠X児）  『  珊 菅繭克て前柁 頂前面  
掩蓋古の銃型  

1：5－1：61：7－1：8l：9－1：10  1：4－1：51：6－1：71：8－1：9  3：8－3：9 3：10－3：114：0－4：1  4：Z－4：3 4：4－4：5 4：6－4：7  

265（67．1）  314（66．1）  

101  39  4も  55  59   94   防  

68  35  39  49  23   27   Z6  

392（64．3）  392（65．3）  

41   90   103  49    97  

卸   53  75  28   49  

伝達的殆言古  
・富者しかけ  
・応答  

情緒的宛話  
（文脈適合独語）   

不適切な免語  
・不適切な応答   
一文脈不適合独語  
・単なるおうむ返し  
・質問のおうむ返し応答  

9（2．Z）  7（1．S）  

4    7  3  4  2  3  3  1  

113（28．7）  141（29．7）  

2  1  1  1  1   1  

16（2．7）  14（2．4）  

3    8  5  3   

196（3Z．1）  190（31．T）  

2  1  4  

64    a4    26  60  

29    21  19  31  

25    23  19  16  28  

23   Zl  13  14  21  

8（2．0）  

2  1  1  

28   29   31  

17   16   】も   

13（Z．7）  6（0．9）  

1  

曖昧な免指  
・托しかけか文炊適合独語か  
・質問のおうむ返し応答か横顔的応答か  3    2  1  

1  ：I  】  2  単なるおうむ近しか同化模倣応答か  1  

113  124  158  137  173  165  酎  171  208   231  176  203  221  
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（7）会話調整機能：会話を円満に進行させたり、ことば  

■の中断を埋めたり、他者のことばの明確化を求めたり   

するための発話。  

（8）表示機能：他者に話しかけたり、応答したりするた   

めに発せられたのでなく、話者の行為や内的状態、話   

者の周囲の外的事象を表示した独語。   

これは報告機能と同じ様に、個人的事象と外的事象に   

大別される。   

個人的事象には、話者がこれから遂行しようとする行   

為やその意図を表示した予告。意図、現に遂行してい   

る行為や直前に遂行した行為を表示した進行中。近過   

去、見立て遊びやごっこ遊びを行っている最中にその   

内容を表示した想像的遊びが含まれている。これらを   

まとめて行為と呼ぶ。このほかに、個人の感覚や感動   

などを表出した内的状態が個人的事象に含まれている。   

外的事象の表示には、周囲の存在物を認定し名義的に   

名付けたり指示したりする認定。命名、存在物が固有   

にもつ大きさ、色、形などの物理的属性や、ある一定   

の事象が繰り返し起こったりすることや社会関係の中   

で物に付与された属性、例えば物の所有者などを表示   

する物に関連するコメント、物が存在することやその   

発見または存在しないことを表示した存在。非存在、  

存在物の動き、変化、状態を表示した動き。状態。変  

化、書いてある文字や数字を声に出して読む文字。数   

が含まれる。  

頻度率（％）  胞Ⅳ．K児  

隠N．S児  

m軋R児  

目H．T児   

100   

90   

80   

70   

60   

50   

40   

30   

20   

10  

0  

112 二】  
」臥…．．〟〟〟くmⅡd≡∃」」  

伝達的苑話  情報的発話  不適切な免話  曖昧な発話  

Fig．1発話タイプとその出現率   

に、年齢上昇に伴う発話量の増加が観察された。特に、  

M。T児は、話しかけの頻度が全発話の50．1％に達して  

いる。M。R児は、話しかけと応答の割合がともに30％  

以上であった。   

単なるおうむ返しは、言語発達遅滞児より健常児の方  

に多くみられ、これが最も多く観察された時期は、健常  

児の場合、観察初期であったが、言語発達遅滞児の場合、  

観察後半であった。また、健常児と言語発達遅滞児にお  

いて単なるおうむ返しの発話は、いずれも、母親のこと  

ばの一部を即時的に反復するもので、そのはとんどは母  

親とのことばのやりとり遊びに発展した。   

伝達的発話と情報的発話の実用機能別出現頻度は、  

Table5とFig．2に示した。   

健常児とM。R児に共通した特徴として、他の機能に  

比べで応答機能が最も多かった。特に、M。R児おいて  

は、応答機能が発話全体の44．9％で非常に多くみられ、  

表示機能（14．1％）も多くみられた。M。T児は、実用  

機能の1つか2つかに発話の実用機能が著しく偏るとい  

うこともなく、バランスよく分布している。   

道具機能の発話は、他の機能の発話が個人によってみ  

Ⅲ．結  果  

各児それぞれ6カ月間結果の検討は、2カ月単位で3  

期に区別して行われた。  

各対象児で観察された発話のタイプとそれぞれのタイプ  

における出現頻度は、Table4とFig．1に示した。   

伝達的発話においては、健常児と言語発達遅滞児とも  

Table5伝達的発話の実用機能別出現頻度．  

見（＝兄）  糾九（H．S九）  一指允淑滞兄（【．I如                                        宵臨死逢適渾児（軋R児）  昏持免通過静児（H．T児）  
兜紘の頴型  

纏切な兜結●中の別台  適切な免指中の劉合 兜指紋 適切な発給申の糾合  適切な宛結中の飢合  

道具機陀   

税別穐陀   

質問機能   

応答機絶   

対人機能   

報告機能   

舎監舌摘臨機能   

鼓示機能   

75  184（鴬）  

32  7．9  

3  0．7   

158  38．7  

2  0．4  

4  1．0  

134  32．9  
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Fig．2伝達的発話の実用機能別出現率  

られたり、みられなかったり、あるいはその割合が大き  

く違っていたのに対して、4名の全対象児に共通して18  

～30％を占めている。  
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